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新入短大生の職業意識と専門選択の動機に関する研究

ー第一看護科，介護福祉科，医療保育科の比較を通して
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概要

本研究は新学科である医療保育科の学生の実態を明らかにすることを目的とし，共通点の多い第一看護科，介護福祉

科， 医療保育科の 3学科の女子新入学生を対象に，職業意識および専門選択の動機について比較調査を行った．医療保育

科は 3学科中，職業意識が最も高かった．次に専門選択タイプが自己実現限定型，自己実現情報駆使型，およ び自己実現

低迷型の3タイプに分類し，上記3学科の学生について検討した．専門選択タイ プによる学科別の職業意識に関して，第

一看護科において職業意識の高い学生は自己実現限定型および自己実現情報駆使型が高かった．介護福祉科は自己実現限

定型が他の 2つの型より高かった．医療保育科においては，職業意識の高い学生は自已実現情報駆使型が他の2型より高

かった．職業意識を維持し，就職後も職業を継続していく ことのできる医療保育士を養成していくためには理論に基づい

た実践力があり，保育士の専門性の自覚をもった学生の養成が必要となるであろう ．

1.緒巨

本学では本年，新たに医療保育科が加わり，対人援

助を専門とする養成課程が第一看護科，介護福祉科，

医療保育科の 3学科となった．これら 3学科では，入

学時に既に専門選択が行われていること，専門性が高

く，卒業後国家資格を取得すること が可能であること，

専門が特定の職業と結びついていること，職場での女

性進出度合いが高いこと，対人援助を専門とすること

など多くの共通点を有している．さらに，看護科のよ

うに特定の職業と結びつきやすい専門分野の学生は，

文学，語学など人文系分野の学生に比べ，職業意識が

高いといわれている見したがって，介護福祉科および

医療保育科の学生もそれぞれ介護福祉士，保育士と特

定の職業と結びついているため，職業意識が高いこと

が予測される．しかし，医療保育科は全国でもはじめ

ての学科であるため，学生の職業意識について定かで
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はない．

一方，非常に共通点の多い 3学科であるが，最終的

にそれぞれの専門を決定するにあたっては何か大きく

影響を受けた事柄，すなわち動機となった事柄が存在

したと考えられる． 看護師の専門選択に関しての研究

は，河村ら1)など数多くなされている．しかしながら，

介護福祉士の専門選択に関する研究は数少ない（例え

ば鈴木ら叫．さらに医療保育士に至ってはみあたらな

"‘ 
そこで本研究では，医療保育科の学生の実態を把握

する目的で，入学当初の職業意識および専門選択の動

機について，共通点の多い第一看護科，介護福祉科と

の3学科間で比較調査を行 うことにした．新入生の実

態を明らかにすることは今後の指導・教育を行う上で，

有用な資料となりうると考える．

2.研究方法

1)対象および調査方法

(1) 対象：本学の第一看護科，介護福祉科，および

医療保育科に，平成17年度に入学した女子学生である．
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調査人数は，第一看護科が81名，介護福祉科が56名，

医療保育科が70名の計207名であった．なお，平成17年

度に本学の第一看護科に入学した中国からの留学生(2

名）については，本調査の対象外とした．さらに， 専

門選択動機の質問項目で1項目でも回答のなかった対

象者のデータは分析から除外した．その結果調査人数

は，第一看護科78名，介護福祉科56名，医療保育科67

名となった．

(2) 調査期間：平成17年 6月15日～6月21日に実施

した．

(3) 方法：質問紙調査法を採用し， 授業終了後の時

間を利用して，集団調査を学科単位に実施した．各学

科で研究者が研究主旨を説明 し，調査票を配布した後，

自己記入を求め，回収した．アンケートの回収率は 3

学科と も100％であった．

2)調査内容 ：質問紙は職業意識に関する項目， 専門

選択にあたって影響を受けた事柄に関する項目，およ

びフェイス項目で構成した．

(1) 職業意識 ：日本労働研究機構による HRM 

(Human resource management)チェック リス トか

ら，「キャ リア・コ ミットメント」(careercommitment : 

CC)チェック リスト を用いた3).このチェック リスト は

自分の専門分野や職業キャ リアに対する関心や思い入

れの強さをみる尺度である．質問項目は 8項目あり，

「Yes」(5点）から「No」(1点）の 5段階で評価を

求めた．なお，逆転項目は得点化の方向を逆にし，「No」

を5点，「Yes」を 1点とした．

本研究では専門の異なる 3学科の対象者の職業意識

について得点化することができるため，この尺度を採

用した．

(2) 専門選択の動機 ：まず，予備調査として，対象

とする 3学科の女子学生に「あなたが現在の専門を選

ぶにあたって影響を受けたこと， 受けた人」について

複数回答を認めた自由記述方式で行い， 回収した．次

に，記述された項目全てを列挙した．全部で回答数は

504であった．次に全項目を類似項目に分類した結果，

24カテゴリーとなった．さらに，それらの項目を 3学

科で共通に回答することができるよ うに一般化した質

問内容にし，最終的に「専門選択の動機」に関する質

問項目とした．選択できる 回答は「非常にあてはまる」，

「あてはまる」，「どちらともいえない」，「あてはまら

ない」，「全くあてはまらない」の 5段階で，それぞれ

の回答を 5~ 1点と得点化した．

専門選択の動機に関する因子構造を明らかにするた

め重相関係数の二乗を用いた因子分析を行った（バリ

マックス回転）．固有値と解釈のしやすさを考慮し 3因

子を抽出し，回転後の因子負荷量が．40以上を示した項

目を尺度得点の算出として使用 し，再度因子分析を行

表 1 専門選択の動機に関する因子分析の結果

No 項 目 内 容

21 専門領域に関する典味があった

13 やりがいのある仕事に就ぎたい

23 好きなことを仕事にしたい

12 専門とする対象者への典味があった

5 人を援助したい，役に立ちたいとい う思いがあった

7 幼いころからの歩だった

6 なんとな〈選んだ＃

24 第一希望の専門には入れなかった＃

15 先生から勧められた

11 友人先蔀から勧め られた

18 大学名に魅力を感じた

14 著名人にあこがれた

16 インターネットで梢報を得た

19 新聞，テレビ，映画などを見た

2 専門にかかわる書範を読んだ

8 家族や親戚の職業が関連領域であった

17 専門とする対象者の存在が身の回りにあった

3 親の職業が関連領域であった

22 家族，親戚から勧められた

寄与率（％）

a係数

因子 I 因子II 因子III

.71 07 09 

.58 00 .11 

.56 -.09 .08 

.56 22 .04 

.55 - 05 .06 

.49 20 -.08 

- 64 .06 .15 

- 45 .09 13 

- 05 .60 .07 

-.10 .55 00 

10 .50 05 

-.01 50 00 

.11 49 .05 

.23 41 .06 

.23 41 .08 

-.02 00 .68 

09 .02 .60 

07 .04 52 

-．0 3 .34 .46 

14.5 10.4 7.4 

.77.69 .67 

＃は逆転項目
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った結果が，表1である．その結果，因子 Iが8項目，

因子IIが7項且因子IIIが4項目の計19項目を選出し，

いずれの因子負荷量も ．40に達していない項目，すなわ

ち，項目 1, 4, 9, 10, 20の5項目は除外した．

まず，因子 Iをみると，項目 7「幼いころからの夢

だった」，項目13「やりがいがある仕事に就きたい」や

項目23「好きなことを仕事にしたい」など自己実現お

よび内的動機に強く影響を受けて選択を行っているこ

とから，この因子を「自己実現因子」とした．

次に，因子IIは，項目19「新聞，テレビ，映画など

をみた」，項目 2「専門にかかわる書籍を読んだ」，項

目11「先生から勧められた」など他からの情報に強く

影響を受けて選択を行っていることからこの因子を「情

報因子」とした．

因子IIIをみると，項目 3 「親の職業が関連領域であ

った」，項目 8「家族（兄弟姉妹，祖父母）や親戚の職

業が関連領域であった」など家族 ・親戚に影響を受け

ていることからこの因子を「家族・親戚因子」とした．

因子ごとに質問項目の得点を合計平均し， 自己実現

得点，情報得点，家族・親戚得点とした (range=1 -

5)．尺度の内的一貫性を確認するために，各因子に関

してクローンバックの a係数を算出した．その結果，

a係数は「自己実現」では ．77, 「情報」では ．69, 「家

族 ・親戚」では．67であった．

(3) フェイス項目：①学科，②年齢，③本学卒業後，

資格に関連した職業に直ちに就職する予定か否か， ④

高等学校時代の文系理系の別，⑤現在の専門を選択し

ていなければどんな専門を選択していたかを調査した．

(4) 倫理的配慮 ：調査への参加については自由意志

であり，調査結果は統計的に処理し，機密保持のため

に厳重に保管 ・管理することを文書にて伝え，調査を

依頼した．

(5) 分析方法 ：集計 ・分析はエクセル2000, Statcel 

および STA TISTICA'98 Editionを用いた．

3.結 果

1)職業意識

3学科の職業意識得点の平均値および標準偏差を図

lに示した．

分散分析の結果，条件の効果は有意であった (F

(2,199) = 18. 419, p <. 001). Scheffe法を用いた多
重比較によれば，医療保育科は第一看護科および介護

福祉科との間に有意差があった (p<. 001)． しかしな
がら，第一看護科と介護福祉科の間の差は有意でなか
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図 1 3学科における職業意識の平均得点および標準偏差

表2 職業意識と専門選択の動機との相関関係

職業意識 自己実現 情 報 家族 ・親戚

職業意識

自己実現 .61 

恰 報 .07 23 

家族 ・親戚 .05 09 .20 

った．

2)職業意識と専門選択の動機の相関関係

職業意識と専門選択の動機との関係を検討するため

に相関係数を算出した（表 2).

その結果，職業意識得点は自己実現得点と比較的強

い正の相関関係がある一方で，情報因子得点，家族・

親戚因子得点とは相関関係がみられなかった． したが

って，職業意識の高さは自己実現の達成を動機として

いることと関連していることが示唆された．なお，専

門選択の動機の 3つの因子得点，すなわち， 自己実現

得点，情報得点，家族 ・親戚得点間には相関関係がみ

られなかった．

3)専門選択の動機に関する質問項目のクラスター分析

a.専門選択に関するクラスター分析：専門選択に

ついて自己実現因子，情報因子，家族 ・親戚因子の 3

つの側面から被験者の分類を行った．その方法として

は， 自己実現因子得点，情報因子得点，家族 ・親戚因

子得点の標準化を行い，これをデータとして，K-means

法によるクラスター分析を行った．その結果， 3つの

因子得点の差異に特徴付けられる 3つのクラスターが

見出された．各クラスターの標準得点の平均値に基づ

いて図示したものを図 2に示す．

自己実現因子得点に関して， クラスターを要因とす
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表 3 各学科における専門選択タイプの人数と割合
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図2 専門選択タイプの標準得点

る分散分析を行った結果， クラスターの主効果が有意

であった(F(2,199) =169.87, p<.01). LSD法を用

いた多重比較の結果， クラスター 1およびクラスター

2は， クラスター 3よりも自己実現因子得点が高くな

った(p<.01)．次に情報因子得点に関しても 同様の分

析を行った結果， クラスターの主効果が有意であった

(F (2,199) =16.66, p<.01). LSD法を用いた多重

比較の結果， クラスター 2はクラスター 1およびクラ

スター 3よりも情報因子得点が高くなった (p<. 01). 
最後に，家族 ・親戚因子得点に関しても同様の分析

を行った結果，クラスターの主効果が有意であった (F

(2,199) =117.60, p<.01). LSD法を用いた多重比

較の結果， クラスター 2はクラスター 3よりも家族 ・

親戚因子得点が高く (p<. 01)，クラスター 3はクラス
ター 1よりも家族 ・親戚因子得点が高くなった

(p<.01). 

これらの結果により ， 3つのクラスターは自己実現

得点，情報得点と家族 ・親戚得点の高低によって特徴

づけられていることが示された．そこで，自己実現得

点，情報得点，家族 ・親戚得点ともに高い被験者 （ク

ラスター 2)を「自 己実現情報駆使型」，自己実現得点・

情報得点が低く，家族・親戚得点が中位ではあるが平

均値を下回っている被験者 （クラスター 3)を 「自己

実現低迷型」，自己実現得点は高いが，情報得点，家族・

親戚得点ともに低い被験者 （クラスター 1)を「自己

実現限定型」と命名した．以後この 3つのタイプを専

門選択タイプと表記する．専門選択タイプのそれぞれ

の人数は，自己実現情報駆使型が63名，自己実現低迷

型が56名，自己実現限定型が83名である．学科別に専

自己実現限定型 自己実現情報駆使型 自己実現低迷型

看 護 29 (36. 7) 27 (34.2) 23 (29.1) 

介 護 23 (41 1) 13 (23.2) 20 (35. 7) 

保 ＝ 目 31 (46 3) 23 (34.3) 13 (19.4) 

（ ）内は％
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図3 各学科における専門選択タイ プの職業意識乎均得点

門選択タイプの人数を集計した ものが表 3である．専

門選択タイプの学科による特徴を検討するためにが検

定を行った結果，人数に偏りはなかった（が(4)=5.4.n. 

s.). 

b.専門選択タイプと職業意識：専門選択タイプに

よる学科別の職業意識の差異を検討するために，職業

意識平均得点に関して学科(3)X専門選択タイプ(3)の2

要因分散分析を行った．その結果，学科と専門選択タ

イプの交互作用が見られた(F(4,193)=2.93,p<.05). 

図3は学科および専門選択タイプ別の職業意識平均得

点を示したものである． 多重比較の結果，第一看護科

においては，自己実現限定型＝自己実現情報駆使型＞

自己実現低迷型(p<. 01)，介護福祉科においては，自
已実現限定型＞自己実現情報駆使型＝自己実現低迷型

(p<.05, p<.01)，医療保育科においては，自己実現

情報駆使型＞自己実現限定型＝自己実現低迷型

(p <. 05, p <. 01)となった．

4.考 察

本研究の目的は，本学において共通点の多い第一看

護科，介護福祉科，医療保育科の 3学科の女子新入学

生を対象に，職業意識および専門選択の動機について

比較調査することにより ，医療保育科の学生の実態を
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明らかにすることであった．

本研究で明らかになったことを要約すると以下の通

りである．

まず，医療保育科は 3学科中，職業意識が最も高い

ということが示された．本研究における対象者の専門

は3学科とも特定の職業と結びついており他の分野の

学生と比較すると職業意識が高いと予測される． 3学

科のうち医療保育科の学生の職業意識が特に高かった

ということが本学特有のものであるのかどうかという

ことは本研究の結果からだけでは言及できない．しか

し，一因として，医療保育科がわが国初の学科である

ということが影響していると考えられる．唯ーである

という誇り，未知のものへの興味 • 関心が職業意識を

高めているものと思われる．さらに，医療保育士に関

して就職後の情報量は看護師および介護福祉士に比べ

て極端に少ないことも関与していると推測される．す

なわち全国初の学科であるがゆえ，職場の実態等情報

量が少なく，現実把握が難しいため，医療保育士の必

要性，やりがい等の情報が先行し，職業に対して強い

プラスイメージを抱いている可能性がある．

次に専門選択タイプが 3タイプに分類された．自已

実現限定型と自己実現情報駆使型の共通点はどちらも

専門領域に関する興味あるいは専門とする対象者への

興味が強い，幼い頃からの夢であった，人の役に立ち

たいなど自分の願望，欲求が専門選択の動機となった

タイプである．すなわち， どちらも自己実現達成動機

が高いといえる．これら二者の違いは情報に影響され

たかどうかである．専門選択タイプによる学科別の職

業意識に関して，第一看護科の職業意識の高い学生は

自己実現低迷型が， 自己実現限定型および自己実現情

報駆使型より低かった．したがって，第一看護科の学

生で専門選択の動機が自己実現の達成であった者は専

門に関する情報を取り入れてもそれに影響されず，職

業意識を高く維持しているといえる．介護福祉科にお

いては，自己実現限定型が他の2つの型より高かった．

言いかえると，専門に関する情報が多く入った学生は，

職業意識が低下したと考えられる．医療保育科におい

ては，職業意識の高い学生は自己実現情報駆使型が他

の2型より高かった．つま り，医療保育科の学生は専

門に関する情報が多く入っても，職業意識を高く維持

している．第一看護科では自己実現達成動機の高い学

生が清報によって職業意識には影響を与えなかった一

方で，介護福祉科と医療保育科の学生には情報が職業

意識に影響を与えた．その一因として，それぞれの専

門の仕事に関する情報量の違いが考えられる．看護師

は他の 2職種に比較して歴史的にも古く ，その仕事の

内容，やりがい，難しさなどの詳細な内容の情報がか

なり多く，一般の人々にも広く浸透しているといえる．

そのため，専門選択時において，職業についてのプラ

スイメージ，マイナスイメージのどちらもある程度知

識として有していたと考えられる．したがって，専門

選択時に情報を多く取り入れても職業意識に影響を与

えることはなかったものと思われる．一方，介護福祉

科の学生と医療保育科の学生においては，職業意識に

情報が影響を与えたと考えられる．介護福祉士は1987

年に「社会福祉士及び介護福祉士法」にて位置づけら

れた職種であり，医療保育士に至ってはまだ一般への

認知度は低い職種であるといえる．そのため，一般に

は職業についての情報が看護師ほど広く浸透しておら

ず，専門選択時に得られた新たな情報が職業意識に影

響を与えたものと推察される．さらに，介護福祉科お

よび医療保育科の間では情報が職業意識へ与えた影響

が逆転した．一因としで情報内容の違いが考えられる．

例えば，介護について，マスコミなどでも介護負担，

介護疲労などの情報が取り上げられ，介護福祉士をマ

イナスのイメージとしてとらえるような情報が数多く

存在する．さらに，研究分野では年収，社会的承認，

社会的評価の低さ 4)や介護支援専門員の職業上のス トレ

スの度合いの高さが指摘5)されている．このようなマイ

ナス面の情報が入ると， 自己実現達成動機が高い学生

であっても職業意識を低下させてしまう可能性がある

といえる．一方，医療保育士に関してはこれから資格

化に向けて整備されつつある分野であり，その仕事場，

および仕事の内容等は一般にあまり知られていない．

情報が医療保育士の必要性，やりがい等プラスイメー

ジに焦点が当てられ，その上，職場の実態等情報量が

少なく，現実把握が難しい．結果として専門選択に関

して，医療保育科の学生は介護福祉科の学生とは逆に，

情報を得ても職業意識を高く維持していると思われる．

3つ目に，各科とも自己実現低迷型は職業意識が低

かった．職業意識と専門選択の動機の相関関係の結果

から， 自己実現を動機にしている学生は職業意識が高

いということが示された．したがって， 自己実現達成

動機を高めることで職業意識を高めることができると

考えられる．看護専門学校において看護師を志した動

機について調査した安藤ら6)の研究では，自己実現達成

動機の強くない学生は学習への取り組みが低いという

結果も示されている．類似点の多い介護福祉科および
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医療保育科の学生に関しても同様の結果が推察される．

学習への取り組みが低いと，成績不振から退学を招〈

可能性もある．したがってこのタイプ，すなわち自己

実現低迷型の学生の場合，自己実現達成動機を高める

必要がある． 自己実現達成動機を高めるためには， 自

分の専門がやりがいのある職業であるということを自

覚できるような指導 ・教育を行うことが必要となるで

あろう．さらに看護学生の看護師志望理由および志望

の強さを調査した研究で，入学時の看護師志望度合が

強いはど自己実現因子が高く，看護師を肯定的にとら

えていることが報告されている刈言いかえれば，自己

実現達成動機の弱い自己実現低迷タイプは専門選択に

関して強い動機がないことから， 自分の専門を肯定的

にとらえていないと考えられる． したがって，類似点

の多い介護福祉科の学生及び医療保育科の学生にも同

様のことがいえるであろう． 自己実現低迷タイプの学

生の場合，様々な困難な事態に対して精神的に弱く，

実習などストレスの多くなる場面で挫折を招くことが

予測される．そのため，早期に自分の専門を学ぶため

の動機づけができるような指導を行い，特に実習前，

実習中のフォローを充分に行うことが必要であろう ．

医療保育科において，職業意識の高い学生が多かっ

たこと，さらに専門選択の動機が自己実現動機であっ

た学生の職業意識が高かったことから考えて，学生の

多くが医療保育士を前途洋々の仕事としてとらえられ

ている可能性がある．もしプラスイメージばかりで就

職した場合，理想と現実の違いで仕事に幻滅し，離職

という事態に至る可能性も考えられる．このような事

態を防ぐためにも，医療保育科の学生には，医療保育

士としてのやりがい等を伝えていく一方で，職場での

現状，ならびに問題点も積極的に伝えていくことが重

要であろう．その上で職業意識が持てるような教育が

必要であると思われる．そのためには近接領域職種と

の違い，すなわち医療保育士としての基盤となる保育

士の専門性は何なのか，母親に代わって保育すること

の意義は何なのか，やりがいは何なのかとということ

について自ら自覚していける指導・教育が必要である

と考える．さらに医療保育士として高い職業意識を保

っためには職場で高評価を受けられることが重要な要

素となるであろう ．そのためには理論に裏付け られた

保育を行うことができ，現場で即戦力となる学生の養

成が必要であると考える．

本研究では医療保育科の学生は 3学科の中でも職業

意識が高いこ とが示された．さらに職業意識の高い医

療保育科の学生は 自己実現の達成動機が強く ，より 多

くの情報を取り入れて専門選択を行っていることが見

い出された．職業意識を維持し，就職後も職業を継続

していくことのできる医療保育士を養成してい〈ため

には，確固たる保育士の専門性の自覚をもち，理論と

実践力のバランスがとれた学生の養成が不可欠と思わ

れる． 3学科に共通する自己実現達成動機の低い学生

に関しては専門を学ぶ動機が獲得できるような指導お

よび，実習に関するフォローを充分行うこ とが必要で

あろう ．
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